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約 9.8 [N(ニュートン)]である．水 102.0 ccを紙コップに
入れて手で持った時，手が押される力が約 1.0 N である．
比較する事は無意味であるが，どちらかと言えば 1円と


















図 1 仮想面を通過する力 






図 2 仮想面の力の分解 
 












  ,             (1) 














































yyxx  , ，せん断応力 xyxy  , の
他に，モーメント応力










新しい材料定数 l  の値が既に求められている必要があ
る．しかし，l  の値はどのような材料に対しても与えら
れていなかった．このため，l の値を変えて数値計算を
























































      (3) 
ここで， a
rr ：接触応力， na ：未定係数， b2 ：パンチ





































































0  (5) 
 性があると予想出来た．ここで，
0u ：き裂面変位， na ：


























明する．図 6に示すように，幅 a2 のき裂は ),( yx 座標
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                    (7) 
ここで上付きの 0は 0y の値を示す． 
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            (9) 
式(8), (9)において ：ポアソン比，G ：横弾性係数．  
破壊の条件式を式(9)の和の形のエネルギー解法率 g
を用いて説明する事に(筆者には)多尐の戸惑いがあるの






















cI KK                                       (12) 
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Professor M. K. Kassirも同様の考えの下に長方形き裂




長方形き裂の調和振動問題(圧縮波)   
[13] (S. Itou, ZAMM, 1980) 
長方形き裂の衝撃応答問題(圧縮波)    
[14] (S. Itou, ASME J. Appl. Mech., 1980) 
長方形き裂の静的問題(引張問題)      
[15] (M. K. Kassir, ASME J. Appl. Mech., 1981) 
長方形き裂の静的問題(せん断問題)    
[16] (M. K. Kassir, Int. J. Solids and Structures, 1982) 
長方形き裂の衝撃応答問題(せん断波)   
































































































      (18) 
式(17)で )(nJ はベッセル関数．2 個のき裂のき裂面の
変位を式(18)で級数展開すれば，2個のき裂周囲の応力拡
大係数が求められる事が期待された．既に，2 個のき裂



















今，ラプラス変換の積分核を )exp( ts とすれば，時間要
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